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 運動・身体活動の実践は高齢者の生活満足度の向上に寄与することが、多くの先行研究で検証され

てきた。しかし運動・身体活動を構成する多様な要素のうち、どの要素が生活満足度の向上に寄与し

ているのかはよく分かっていないのが現状であった。そこで本研究では、高齢者の 1日の生活満足度

は、運動・身体活動のどの要素によって規定されるのかを検証した。神戸市灘区在住高齢者へ 7日間

の日誌・加速度計調査を行い、データを分析した結果、中強度以上の運動を普段よりも長く実践する

こと、午後の身体活動を普段よりも長く実践すること、および、普段または他の人よりも運動を楽し

むことが、1日の生活満足度を規定することが明らかとなった。 
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International Journal of Behavioral Medicine, 31(2), 215–228. https://doi.org/10.1007/s12529-023-10174-
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 高齢者の健康行動は、夫婦のような緊密な社会関係内で相互に影響すると考えられているが、この

相互影響が生じる機序の解明は進んでいない。そこで本研究では、高齢夫婦において健康行動（食行

動、運動行動、TV 視聴行動）は相互影響しているのかと、仕事時間が短いほどこの相互影響が強い

のかを検証した。神戸市灘区在住高齢者への 3 時点（事前、1 年後、3 年後）の縦断調査のデータの

うち、夫婦揃ったものを分析した結果、食行動と運動行動については、仕事時間によって、配偶者の

影響の強さに有意な違いはなかった。一方で、TV 視聴行動については、仕事時間が短いほど、夫の

同行動に対する妻の同行動の影響が強いことが明らかとなった。 
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 欧米圏発の主要な老年心理学理論である社会情動的選択性理論では、未来展望が広い者は目標達成

を重視する一方、未来展望が狭い者は今の感情面を重視するとされているが、運動行動への適用例は

限られていた。本研究では、日本人高齢者を対象に、未来展望の程度によって、運動への手段的態度

および感情的態度と運動行動との関連性が異なるのかを検証した。神戸市灘区在住高齢者への 3時点

（事前、1 年後、3 年後）の縦断調査のデータを分析した結果、未来展望の程度によらず、運動への

手段的態度でなく感情的態度が、運動行動と関連していた。この結果は、同理論と相反する結果であ

り、同理論の多文化圏への適用性を検討する必要性を示唆している。 
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 高齢期の社会的ネットワークに注目した従来の知見の大半は観察研究に止まるため、因果関係の実



証性や現場への還元性などに限界を含むものであった。そこで本研究では、地域行事へ参加を促す地

域介入を行うことで、社会的ネットワークが向上し、その帰結として、高齢者の生きがい感や健康へ

好影響するのかを検証した。神戸市灘区鶴甲地区をフィールドとした事前調査の後、大学の資源を活

かした地域行事を平均月 1～2回程度、計 3年間、開催した。その後、3年後調査を行った。検証の結

果、健康への好影響は確認されなかったものの、同行事へ参加することで社会的ネットワークが向上

し、生きがい感の低下を抑制できることが明らかとなった。 
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 従来の研究では、公共交通の利便性が高いことは高齢者の身体活動に好影響すると考えられてきた。

しかし、この影響の強さは、自動車を運転する者としない者とで異なる可能性がある。そこで本研究

では、最寄公共交通までの距離と高齢者の身体活動との関連性は、自動車の運転状況によって異なる

のかを検証した。名古屋市緑区在住高齢者を対象に、最寄公共交通までの距離と 1日の平均歩数・身

体活動時間を測定した。分析の結果、自動車を運転する場合は、この距離が短い者ほど、1日の歩数・

身体活動時間が多い傾向にある反面、自動車を運転する場合は、この距離が長い者ほど、1日の歩数・

身体活動時間が多い傾向にあることが明らかとなった。 


